
２０１７年  １０月  １５日  

 主 日 礼 拝  

①８時半～    ②１０時半～   ③夜７時～ 

 司  会  ①石井師   ②白川 達男兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師   ②村山けい子姉  ③石井師 

賛  美  聖歌 723 番 ＆ 「衣のすそにでも」 

十  戒 

聖  書  ①ピリピ人への手紙４章４～１０節 

②ヨハネによる福音書15章1～11節 

特別賛美  チェ･ドクシン師･小堀英郎氏･池田兄 

メッセージ ①「宗教改革の忘れ物」大川従道牧師 

②「わたしにつながっていなさい」石井 潤牧師 

献  金  聖歌392番 ＆ 「インマヌエル」 

祝  祷              [献金当番：渡辺姉・寺澤千姉] 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  「叫べ全地よ」 
                  

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日午後 12時～「秋の召天者記念礼拝」を行います(昼食はありません)。 

２．今週の祈り会：①月曜朝６時～、早天祈祷会。➁木曜午前 10 時半～、 

➂夜７時半～、佐々木師(大和祈祷会映像)。➃土曜夜８時～、準備祈祷会。 

３．来週の日曜午後は、聖歌隊の練習が行われます(賛美奉仕者は 10 時集合)。 

 

 

 
 

 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔１０/１５～/２２〕 

Date 本日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
イザヤ５６ 
－５８章 

５９－ 
６１章 

６２－ 
６４章 

６５・ 
６６章 

エレミヤ 
１・２章 

３・ 
４章 

５・ 
６章 

７・ 
５章 

新約 
１テサロニケ 
３章 ４章 ５章 

２テサロニケ 
１章 ２章 ３章 

１テモテ 
１章 

２章 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

10/23(月):長野家庭集会 26(木):WOGA（ボーマン・ルリ子師） 

29(日):映画会「沈黙」11/5(日):子供祝福式･誕生祝福式 



 
 
 
 
 
 
 
「ですから、わたしのうちに生きるよう心がけなさい。またわたしが、あなたがたのう

ちに生きられるようにしなさい。枝は幹につながっていなければ、実を結べないでしょ

う。同じようにあなたがたも、わたしから離れたら、実を結ぶことはできません。」 

ヨハネによる福音書15章4節 [リビングバイブル] 
 

「わたしはまことのぶどうの木、わたしの父は農夫である」〔１節〕と１５章は始まっています。 

「ぶどうの木」はしばしば旧約聖書において、「神の民イスラエル」として描かれています。

「まことのぶどうの木」とは、「本当のイスラエル」を差しています。人を導くのは形式や伝統で

はなく、人を導くのはやはり人。これまでのイスラエルは神に背き、神ご自身が選んだイスラエ

ルとしての生き方を捨ててしまいました。そこで、「本当のイスラエル」として神は、イエス・キリ

ストをこの世に送られました。「人はこのように生きるのですよ！」という模範を示されました。

それこそが、福音であり、それこそが、救いでした。イエス様のお姿こそが人類の救いとなりま

した。その生き方を受け入れて、その生き方に従う人々が「クリスチャン」となっていきました。

その生き方は、一言でいえば「愛」でした。「人がその友のために自分の命を捨てること、これ

よりも大きな愛はない」〔13節〕。イエス様が生きた「愛」の方向性は、「自分」ではなく、「他

者」に対してでした。それは、神ご自身であり、隣人です。「愛」の方向性が自分自身に向

いている間は、この世の生き方となっています。そして、その生き方を続ければイエス様から離

れて、切り取られて、実を結ばない、空しい、死んだような人生となってきます。しかし、それ

を、意図的に神の方向、隣人の方向に向けていくことで、イエス様につながる生き方となって

いき、やがて、豊かに実を結ぶ人生となるのです。 

「あなたがたは、自分でわたしを選び、わたしを信じたのだと思っているかもしれませんが、

そうではありません。むしろ、わたしがまずあなたがたを選び、あなたがたを任命したのです。そ

れは、あなたがたが出て行って実を結び、その実が残るためであり、また、あなたがたがわたし

の名前によって天のお父様に求めるものは何でも、天のお父様が与えてくださるためです」

〔16節･現代訳〕。私たちは自分ですべてを選んで人生を歩んでいると感じていますが、実は

そうではなく、神ご自身が農夫として私たちの人生を導いておられるということです。私たちは

現代の日本に生きています。それは、聖書の書かれた時代と背景とは全く異なりますが、実

は神ご自身はこの時代、この国において生きている私たちを選び、キリストによって豊かな愛

の実を結ぶようにと願っておられます。その結果、私たちの内に豊かな喜びが満ちあふれるよ

うになるためなのです。「わたしがこれらのことを話したのは、わたしの喜びがあなたがたのうち

にも宿るため、また、あなたがたの喜びが満ちあふれるためである」〔11節〕 

「わたしにつながっていなさい」 
～私たちの人生の方向性～ 


